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１．はじめに 

ヒトの想像温度 1）、2）は、熱的不快感や環境調整行動と

関連する認知的評価指標として注目されており、ウェル

ビーイング向上に資する尺度への応用が期待されている。

既報 3）では、2009〜14 年度の札幌・東京・熊本の児童を

対象にした冬季調査データに基づき、外気温の低下に伴

い寒冷不快率が上昇し、想像温度が低下するという関係

が確認されている。しかし、札幌・熊本の 2012 年度のみ、

この一般的傾向とは異なる結果が得られた。本報では、

寒冷不快感の外気温のみでは説明されない特性に着目し、

その要因を明らかにする。 

なお、本研究の調査方法・記録手順・申告方法などは

すべて既報 3）に準拠するため、説明を省略する。 

２．結果と考察 

表１と２に、寒冷不快感・想像温度に対する各要素の

相関係数をそれぞれ示す。図１と２は、札幌・熊本の想

像温度に対する寒冷不快率をそれぞれ示したものである。

札幌・熊本とも想像温度が低くなると寒冷不快率が上が

る傾向が確認された。一方で、2012 年度においては、こ

の関係と異なる分布が一部に見られた。 

気象庁 4）によれば、2012 年度の冬はシベリア付近のブ

ロッキングに関連して偏西風が日本付近で南に蛇行しや

すく、北日本を中心に冬型の気圧配置が強まった。その

結果、北日本の日本海側では寒気の流入により多雪とな

った。一方、太平洋側では暖湿流の流入が強まって多雨

となり、本州付近では擾乱が発達しやすい場となった。 

次に、本調査での 2012 年度の気象状況の特徴を明らか

にするために、全調査年度の全調査時を対象に主成分分

析を行った。標準化したデータに基づき相関係数行列を

作成し、これに対して固有値分解を適用した。因子負荷

量は固有ベクトルに固有値の平方根を乗じて算出した。

各軸の解釈は負荷量の絶対値の大きさおよび符号に基づ

いて行い、これにより第１主成分は主に天候および湿潤

状態（晴天・乾燥⇔曇天・降雪・降水）を表す軸として、

第２主成分は、札幌は、「暖気の流入（高温・強風）⇔寒

気の安定卓越（低温・弱風）」、熊本は「寒気の卓越（低

温・強風）⇔暖気の流入（高温・弱風）」と解釈された。 

 図３と４に上記の２軸による札幌・熊本の全申告時の 

気象状況（主成分得点・因子負荷量）を示す（第２主成

分までの累積寄与率：札幌 0.68、熊本 0.76）。 

2012 年度の札幌・熊本の主成分得点を見ると、札幌は

寒気が居座ると日本海上の水蒸気と衝突して曇天・大雪

となり、寒気が一時的に弱まると移動性高気圧下の晴天

と強い放射冷却で低温になる。そのため、天候および湿

潤状態の変動幅が大きい特徴が確認された。 

一方、熊本では、擾乱通過時に暖湿流による曇天・降

水が続き、離れると晴天に戻るため、湿潤な状態が相対

的に多く出現する傾向が確認された。 

総じて、2012 年度の寒冷不快の逆転現象は、単なる外

気温低下ではなく、天候および湿潤状態の変動が関与し

ている可能性があると考えられる。札幌は「低温」と

「湿潤な寒さ」が交互に出現し、熊本は暖・湿流による

高湿・低日射条件に対応する寒冷環境が継続した。想像

温度と寒冷不快感の関係は、温度単独では説明できず、

湿潤条件や日射条件の違いが放射・対流環境を通じて体

感温熱環境に影響する可能性がある。これらの結果は、

想像温度が単なる温度指標ではなく、複数の気象要素を

統合した認知的評価である可能性を示している。 

３．まとめ 

札幌では「放射冷却による低温」と「曇天・降雪の湿

潤な寒さ」が交互に生じ、熊本では「暖湿流による曇

天・降水の寒さ」が続いた。これにより、寒冷不快感は

単なる温度低下では説明できない「寒さの質」に影響さ

れていた。今後、想像温度の評価では、外気温・室温に

加え、天候や湿潤性、日射などの気象要素を統合的に考

慮する必要がある。 
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表１ 寒冷不快率に対する各要素の相関係数 

図１ 札幌：想像温度と寒冷不快率の関係 

図３ 札幌：全申告時の気象状況 

（主成分得点・因子負荷量）

表２ 想像温度に対する各要素の相関係数 

図２ 熊本：想像温度と寒冷不快率の関係 

図４ 熊本：全申告時の気象状況 

（主成分得点・因子負荷量） 
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